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インドシナの鉱物資源(4)

ベトナム中南部の工業原料鉱物資源

神谷雅晴～須藤定久2〕

1.はじめに

多彩な鉱物資源を産するベトナム北部に比べると,

ベトナム中南部の鉱物資源は,種類においてはやや

見劣りがすることは否めない.しかし,カムラン珪砂

に代表される珪砂や重砂などの漂砂鉱床,酸性火山

岩類に伴われるカオリン･陶石鉱床,玄武岩が風化

して形成されたラテライト質ボｰキサイト鉱床,メコン

デルタの堆積性粘土など有望な資源があり,決して

鉱物資源に乏しい地域ではない(第1図).

以下,主要な資源の概要について眺めていこう.
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2｡重砂｡珪砂鉱床

南シナ海に面したベトナムの海岸線には随所に砂

浜が広がり,あるところには重砂が,父あるところには

珪砂が濃集して鉱床を形成している.

有望な地域においては既にボｰリングなどの基礎

的な探査が行われ,埋蔵量も算出されている.

主要な重砂･珪砂鉱床の概要について眺めてみ

よう(第1図).
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2.､一重砂鉱床

重砂の中で鉱業対象となるのは金属チタンや白色

顔料の原料として重要なチタン鉄鉱(イルメナイト),

金属ジルコニウムや耐火物の原料となるジルコン,

稀土類元素の鉱石である稀土類鉱物(モナザイト,ゼ

ノタイムほか)などであり,有望な地域として,中北部

のキｰアン～カムシェン(KyAnh-C泳mXuyen)地区,

中部のサンアン(ThuanAn)地区,キャットカン(Cat

Kbanh)地区,南部のハムタン(亘amTan)地区があ

第1図ベトナム中南部の工業原料鉱物資源

A:重砕鉱床(主要鉱床名は1:キｰアンｰカム

シェン,2:サンアン,3:キャットカン,4:ハムタ

ン),B:珪砂鉱床(5:ナムオ,6:スイトリュｰ),

C:カオリン鉱床(7:ドンホイ,8:ダラト),D:

ボｰキサイト鉱床(主要鉱床は第9図参照),E:

堆積性粘土鉱床(9:ドンナイ～ソンベ).

げられる(第1図).

これら重砕鉱床中の資源量は,ベトナム国内合計
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〒160新宿区歌舞伎町2-16-9

2)地質調査所鉱物資源部

キｰワｰド1ベトナム.工業原料鉱物,珪砂,ボｰキサイト.カ

オリン

1996年9月号�



一40一

神谷雅晴･須藤定久

ではチタン鉄鉱895.6万t,ジルコン44.3万tに達す

る.

キｰアン～カムシェン地区:海岸沿いの砂丘堆積物

中の鉱床で,カムノン,カムホア,キｰハン,キｰニン

などの5鉱床が知られており,この地区の埋蔵重鉱

物量は,チタン鉄鉱103.3万t,ジルコン12.5万t,稀

土類199tと言われている.

サンアン地区:ダナン市周辺の海浜砂で,クワンナ

ン,ケサン,ヴィンミｰなど3鉱床が知られ,埋蔵重鉱

物量は,チタン鉄鉱54.8万t,ジルコン13.4万t,稀

土類6,921tと推定されている.

キャットカン地区:海岸沿いの砂丘,砂州の堆積物

中の鉱床で,ミｰトホ,キャットカン鉱床が主要鉱床.

埋蔵重鉱物量は,チタン鉄鉱236.1万t,ジルコン5.5

万t,稀土類19,750tと推定されている.

ハムタン地区:ホｰチミン市東方の長さ200kmの海

岸沿いに点々と発達する砂丘～海浜堆積物申の鉱

床で,6つの主要鉱床が知られ,埋蔵重鉱物量は,チ

タン鉄鉱60.1万t,ジルコン11.8万tである.

2.2､珪砂鉱床

ガラスの主原料である珪砂は漂砂鉱床として現在

の海浜や沿岸砂丘をつくって,各地に分布している.

北部のバンパイ(VanHai)地区,中部のナムオ(Nam

O)地区,中南部のスイトリュｰ(ThuyTrieu)地区に

まとまった資源があり(第1図),基礎的な探査が行わ

れ,埋蔵量も算出されている.

ナムオ地区:中部のダナン市の北16kmの近郊にあ

る.鉱床は12km2にわたって点在している.1977年

の日本企業による調査では,平均5m,鉱量Z200万t

と評価された.その後のベトナム側の精査により3鉱

体あり,平均品位SiO･98.06%で,鉱量635万tが確

認されている.

スイトリュｰ地区:南部のカムラン地区の鉱床の一つ

である.カムラン港の北東19kmの砂丘地帯にある.

第二次大戦後日本ヘカムラン珪砂として出荷された

珪砂はこの地区のものである.1978年から1982年に

かけての調査で,高品位鉱(1級品)1,450万t,中品

位鉱(2級品)2,200万t,合計3,650万tの埋蔵が確

認されている.

.バンパイ地区:ハノイの東方約200km,ベトナム北

東端部クアンニン県のクアンラン島にある(第1図に

は示されてはいない).もともとは1931年に日本へ輸

出するために開発され,1941年から1944年まで日

本へも輸出された.それ以後1979年まで年間5,OOOt

前後が採掘利用された.品位は98.1～98.5%で,鉱

量は1,020万tと算出されている.

よみがえるかカムラン珪砂:1959年から1974年に

かけて約56万tが日本へ輸出された.特に1969年に

は年間4万5千tもが輸出され,ベトナムが誇る国際商

品の花形で李った.しかし,カムランに旧ソ連が軍港

を開設したことから生産は途絶えた.この結果,日本

へは主としてオｰストラリア産の珪砂が供給されるこ

ととなった.

最近になって,2鉱山が採掘を開始し,日本への輸

出も再開された(第2,3図.この詳細については芹上

ほか(1995)により紹介されているのでここでは省略

する).カムラン珪砂の晶質には定評があるが,規模,

第2図カムラン地区の珪砂鉱床

純白のまばゆいばかりの砂が海岸に沿って延々

と続いている.

第3図珪砂の積み出し

採掘された珪砂はトラックに積み込まれ,対岸

の国道ヘフェリｰポｰトで運ばれる.
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第4図南部の火山岩類と陶石産地.火山岩類はNE-SW方向に,長さ200㎞,幅125㎞の範囲に

分布している.ダラト近郊に1:チャイマット,2:プレン鉱床が知られている.

経済性など有利な条件を備えたオｰストラリア産の

珪砂に対枕して,再び国際商品の花形となれる日が

来るのだろうか?

3､カオリン鉱床

ベトナム中南部のカオリン資源としては,中部ドン

ホイ(DongHoi)地区の風化性カオリンと中南部ダ

ラト(Da1at)地区の風化～熱水性カオリン鉱床が知

られている(第1図).

3,1.ドンホイ地区のカオリン

ドンホイ市の北西側台地に発達しており,南側のド

ンホイ鉱床と北側のバックリｰ(BacLy)鉱床に区分

される.基盤の古生層･古生代の花筒岩を被って厚

さ最大250mの新第三紀の砂礫層･粘土層が堆積し

ている.この堆積物の表層部20～50mが風化してカ

オリン化したものである.

規模の大きなバックリｰ鉱床は長さ3.5㎞1,幅2㎞,

厚さ1～49mの規模で,ボｰリングで埋蔵量3,100万t

が確認されている.ドンホイ鉱床の埋蔵量は2,874万t

といわれている.

プレン鉱床での熱水変質岩の採掘

3.2.ダラト地区のカオリン

ダラト地区には後期中生代の花商岩の地表部が風

化して形成されたとされるチャイマット(Traimat)鉱

床(確認鉱量33.5万t,推定鉱量2,100万t)と同じく

後期中生代の流紋岩が風化して形成されたとされる

ブレン(Prem)鉱床(推定鉱量4,940万t)が知られ

ている(第4図).

今回,プレン鉱床を訪ねてみると,鉄分の多い熱

水性と思われる変質岩がレンガ･タイル･陶管の原料

として採掘されており(第5図),北方延長部で新たに

良質の陶石脈が発見された(第6図)という.この新

築5図

第6図ブレン鉱床の新陶石脈
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第7図プレン鉱床産陶石の試験デｰタ

X線回折パタｰンと熱分析(TG-D.TA)パタｰ

ンを示した.構成鉱物は石英(Q),カオリン

(Ka),セリサイト(Se),長石(Fd)など.この

石を使って白色の陶磁器をつくることができそ

うである.

陶石脈から試料を採取し,鉱物組成や熱的な性質を

検討した.

この結果,この試料は流紋岩が熱水作用を受けて

形成された変質岩で,程々の耐火性があり,酸化条

件下で焼成した場合自色度が高いと推定され,まず

まずの｢陶石｣であることが判明した(第7図).

ダラト(Dalat)地区の周辺には,後期中生代の酸

性火山岩類とこれを貫く花商岩類が広く分布してい

る(第4図).後期中生代には,この地域は北東ベトナ

ムから華南へと伸びる東アジア火山帯の延長部に位

置し,南東方から小陸塊が潜りこみ,大規模な酸性

火成活動が行われていたものと考えられよう.

後期中生代の東アジア火山帯には,日本の中国

地方,韓半島南部,中国南東沿海部,さらにはベトナ

ム北東部まで,熱水性の粘土鉱床,いわゆる｢ろう

石｣が普遍的に多産することはよく知られている.

今回,ブレン鉱床で熱水性と考えられる変質岩

｢陶石｣が見いだされたことは,この地域にも陶石や

ろう石などの熱水性粘土鉱床が存在する可能性を

示唆するものであり,今後の広範な探査が期待され

る.

4.ボｰキサイト鉱床

4.て.玄武岩の活動と風化

新第三紀から第四紀にかけて,インドシナではベト

ナムの南部からカンボジア東部を中心に広い範囲で

玄武岩の活動がおこった.玄武岩の活動は,中新世

(12～6Ma)と鮮新世末～第四紀(3～O.5Ma)に2つ

の活動ピｰクを有しており,その成因は南シナ海や

シャム湾の裂開に関連したものと説明されていたが

(BarrandMacDona1d,1978),最近ではトンレサップ

ｰメコン断裂帯との関連が注目されている(Hutchi-

�潮����

前者の活動では,多量のソレアイト質玄武岩が噴

出して,溶岩台地を形成した.この玄武岩はその後,

強い風化作用を受け,ラテライト化し,ボｰキサイト鉱

床を形成することとなった.

一方後者の活動では,断裂帯に沿って,カンラン

石玄武岩が比較的小規模に噴出した.この玄武岩

は,ルビｰやサファイアなどの宝石をノジュｰルとし

て含んでおり,風化･削剥され,漂砂型の宝石鉱床

を各地にもたらすこととなった.

玄武岩の表層部では風化作用が進んで,ボｰキ

サイト鉱床となっているが,その断面に風化過程を見

ることができる.風化断面(第8図)は地表から黄褐

色の軟らかい土壌(厚さ0.5～2m,柱状図ではAと

表示),玉状･破片状の組織をもったボｰキサイト層
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第8図

㈰┴�

中新世玄武岩の風化部の化学組成変化

左側柱状図には地表から深部へのゾｰニング

を示した.A:表土,B:ボｰキサイト,C:紫灰

色粘土層,D:風化玄武岩,E:玄武岩.右側

に各部の化学組成を図示した.深部から地表

に向かって玄武岩の珪酸分が急速に減少し,酸

化鉄やアルミナが増加している.地表部では,

粘土分が流出するためかアルミナ分が若干減

少している.
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策て表

ベトナムのボｰキサイト埋蔵量

地区名�埋蔵鉱量

ダクノン(DacNo㎎)�2,678.8万t

バオロツク(BaoL㏄)�763.4

プオクロン(PhuocLo㎎)�2i6.7

コンプロン(Konp工｡㎎)�367.3

パンホワ(V㎜Hoa)�24.3

合計�も050.4
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第10図

バオロック地区のボｰキサイト鉱床.露天採掘

場は,まさに褐色の世界である.
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第11図

ボｰキサイトの選鉱場.多量に含まれる鉄分を

除去するために水簸が行われている.

工

第9図

ベトナム中南部の玄武岩とボｰキサイト鉱床の分布

a:ラテライト質ボｰキサイトの分布,b:ボｰキサ

イトの分布,c:第四紀の玄武岩,d:新第三紀

末～第四紀の玄武岩(ボｰキサイトの原岩).地

;域名は1:コンプロン～カナック,2:プレイク～

コンツム,3:バンメドウト,4:バンホク,5:ダク

ノン,6:プオロン,7:バオロック.

(1～15m,同B),白色のスポットのある紫灰色粘土

層(厚さ2～30m,同C),玉状構造のある風化の進ん

だ玄武岩(厚さ8m前後,同D),風化の弱い玄武岩

(同E)からなっている.各層の化学組成を見ると,風

化の進行とともに,シリカ,カルシウム,マグネシウム

などが溶脱されて減少し,一方,鉄,アルミニウム,

チタンなどが増加する様子がよくわかる(第8図).

4.2.ボｰキサイト

ベトナム南部には,中新世の活動で形成された多

量のソレアイト質玄武岩が分布し,ボｰキサイト鉱床

が広く発達している.主な地区のボｰキサイト資源の

規模は第1表および第9図のとおりである.

バオロック(BaoLoc)地区のラムドン(LamDong)

鉱床を訪ねた.細々とではあるがアルミナ原料とし

て採掘利用されている(第10,11図).ここから試料を

採取して検討した(第12図).ギブサイトを主成分鉱

物とし,水酸化鉄(ゲｰサイト),チタン鉄鉱を伴って

おり,品位はやや低いようである.

国際的な資源とは言いがたいが,国内需要をまか

なう資源としては重要なものであろう.

5.堆積性粘土資源

ベトナム南部のメコン川河口の平野部｢メコンデル

タ｣には堆積性粘土資源が分布しており,ホｰチミン
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第12図ラムドン鉱床産ボｰキサイトの試験デｰタ

熱分析(TG-DTA.)パタｰンとX線回折パタｰ

ンを示した.ギブサイト(略号Gi)を主成分鉱物

とし,水酸化鉄(Fe),チタン鉄鉱(Ti),ハロイ

サイト(Ha)を伴うが,品位はやや低い.ギブサ

イトの含有量は約70%.
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第13図ホｰチミン近郊の堆積牲粘土資源

ドンナイ省からソンベｰ省にかけて,堆積性粘

土が各地で採掘利用されている.凡例は1:沖

積層,2:新第三紀末期一洪積世の堆積層,3:

玄武岩類,4:基盤岩類(中生層,花商岩類な

ど),5:粘土鉱床.

市の北一北東近郊のドンナイ(DongNai)省からソ

ンベｰ(SongBe)省にかけての地区で盛んに採掘･

利用されている(第13図).

この地域は,メコンデルタの北縁部に位置し,新

築14図メコンデルタの粘土資源.ダットコク地区での

カオリン質粘土の露天掘り.

第15図ホｰチミン市の碍子工場.ダットコク地区産粘

土を使って,碍子(がいし)が製造されている.

第三紀後半の堆積層が広く分布している.この堆積

層中には厚さは1～5mのカオリン質粘土層が普遍的

に挟まれている.粘土層は広さ数千km2にわたって

広く分布しており,古くから各地で,陶磁器や瓦,煉

瓦などの原料として利用されている.

埋蔵鉱量は8,000～9,O00万tにおよび,ドンナイ省

のチャンルｰ(ChanhLuu)地区,フクオン(Phu-

cuong)地区,ソンベｰ省のダットコク(DatCuoc)地

区が代表例である.

ダットコク地区では年間約10万tが露天採掘され

(第14図),その大半はホｰチミン市周辺の陶磁器工

場へ出荷されている(第15図).

ダットコクで採取した2つの粘土試料は灰白色の

細砂混じりのカオリン粘土で,分析値(第2表)から推

定されるカオリン含有量は40～50%程度で高品位と
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策2表ソンベｰ地区産粘土の化学組成

��[化学組成][粘土ノルム]��

試料�No.1�No.2試料�No.ユ�No.2

構成鉱物�ka,Q�ka,Q鉱物�Se,皿0�Se,皿0

卩�������儉���㌱��

�������慮��㈲

�㈰㌉���㈲��愉������

䙥㈰㌉�����������

㎏0�0.28�0.15㎜o�3.30�工.77

�〉�����������

�㈰����〴������

�〉�住���倉�㈳���

�〵��〉�〵潴����㌶

�㈰㌉�����潴�������

��体�������

��������〉�

��試料はソンベｰ地区ダットコク産カオリン質粘土��

試料はソンベｰ地区ダソトコク産カオリン質粘土

で.No,1は通常鉱,No.2は低品位鉱.分析はケメッ

クス(株),粘土ノルムの算出は五十嵐(1984)により,

鉱物番号は:Q:石英,an:灰長石,ka:カオリン,

Se:セリサイト,mO:モンモリノナイト,li:褐鉄

鉱,ru:ルチル,ap:アパタイト,ot:その他

は言えない.しかし可塑性があり,焼成色も白色～

淡い肌色と,陶磁器原料として使いやすいものであ

るようだ.

6,おわりに

ベトナム中南部の鉱物資源について概説した.ベ

トナム北部とやや異なり,ボｰキサイト,宝石などカ

ンボジアやラオス南部と共通の資源が主要資源とな

っている.次報においては,西側に隣接するラオス,

タイ東北部,カンボジアの資源について概説するこ

ととする.
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くインドシナの気候と農林業>

この地域は殆どサバンナ気候に<年間降水量〉く農業の基本形態〉く農林業特産品〉

ギ㍗㌧緒㍗将∵

は基本的に米作が中心であるが,ド･ぶ漁猟

1鴛鴛㌫㍗瀞､{諾讐小

作や林業が営まれている.帯代O･･理ワ

米の他に地域雛をいかして･療1500A茶

ゴム,サトウキビなどがつくられ,山

間部ではチｰク材を産する.A:米作の盛んな地域･B:牧畜の盛んな地域･C:畑作を中心とする地域
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